
質問に対する回答 

 令和 7 年８月 14 日 
 

・委託業務名 令和 7 年度佐賀県吉野ヶ里歴史公園地域連携促進事業（プロモーション等）業務委託 

（令和７年８月４日付け公示） 

No 質   問 回   答 

1 仕様書３（２）①（ア）で佐賀新聞を明記した理由は︖ 
プロモーション業務の中で県内向け広報も想定しており、本県内で最も購

読数の多い新聞を明記した。 

2 
仕様書３（２）①（ア）９月１２日の対談を令和８年２

月頃に掲載する認識でよいか︖ 

ご認識のとおり、９月１２日は現地確認と対談の素材取り、令和８年２月頃

新聞掲載を想定している。 

３ 
仕様書３（２）①（ア）９月１２日の対談内容は︖ 

企画提案は必要か︖ 
対談内容は本県側で調整予定であり、企画提案は不要。 

４ 仕様書３（２）①（ア）９月１２日の素材提供はあるか︖ 
本県から 9 月 12 日分の素材提供は予定していない。 

本業務受託者において、カメラマンとライター等を手配いただきたい。 



No 質   問 回   答 

５ 
仕様書３（２）②のコンテンツ制作も９月１２日に素材

撮りで対応するのか︖別日で取材も可能か︖ 

工事進捗を見ながら現地取材の調整を想定している。 

プロモーションの時期により、パース図や現地取材映像の利用を想定して

いる。 

6 
仕様書３（２）④コラボ商品の開発サポートは、費用負

担の認識よいか︖ 
ご認識の通り、一部コラボ商品で開発費用の負担を想定している。 

7 仕様書３（２）④コラボ商品の想定アイテム数は︖ 現在、開発調整段階であるが、コラボ商品は複数アイテムを予定している。 

8 
仕様書３（２）④体験企画では実費は含まない認識でよ

いか︖ 

ご認識の通り、今年度業務に体験企画開催等の実費は含まない。 

今年度業務は、来年度（令和 8 年度）の体験イベント計画（時期、内容、費

用等）を、企画書として作成するもの。 

９ 
仕様書３（２）①（ア）新聞の掲載枠は佐賀県で抑えて

いるか︖委託事業の予算で確保が必要か︖ 

本県で掲載枠は抑えていない。 

本業務で対応いただく必要がある。 

１０ 

仕様書３（２）②〝新たな交流拠点施設〟についての現

時点での公開情報がわかる資料や URL を共有いただき

たい(建物外観、図面、施設コンセプト等)。 

当該事業に係る令和５年１１月２１日付けプレスリリース情報を添付した

ので参照いただきたい。 

※プレスリリース時点の情報であることをご承知いただきたい。 



No 質   問 回   答 

１１ 

仕様書３（２）④コラボ商品について具体的には、どの

ようなジャンル・規模・販売形態の商品を想定されてい

るか。 

また、コラボ商品開発費用について、合計費用はどれだ

け見なければいけないのか︖ 

コラボ商品の具体例は、仕様書３（２）④地元特産品体験の例を参考にして

もらいたい。 

ジャンル・規模・販売形態は、現時点では回答できない。 

コラボ商品開発にかかる費用負担は、現時点で、合計２０〜３０万円程度を

想定している。 

１2 

仕様書 3-(2)-④地元特産品の PR に関する企画・開発

サポートについて、商品開発のサポートとは具体的にど

ういった内容の業務を想定しているか。（プロダクト、

ネーミング等のコンサルティング業務のようなものを

想定） 

コラボ商品開発に係る費用負担（No.11）、及び、開発したコラボ商品を周

知するためのプロモーション業務を想定している。 

１3 

園内および周辺エリアの周遊促進に関して、どの範囲

（例︓神埼市・吉野ヶ里町全域、佐賀県内など）までを

対象として想定されているか。 また、県や協議会とし

て重点的に訪問を促したい観光スポットやエリアはあ

るか︖ 

 

周遊を促進する周辺エリアは、公園が所在する神埼市及び吉野ヶ里町を中

心に、佐賀東部地域、本県内一円を想定している。 

協議会として、本業務のターゲットが訪問したくなる観光スポットやエリ

アの選定や見せ方が必要と考えている。 
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１4 

施設のオープンに伴い、施設紹介や予約システムなどを

導入した WEB サイトは制作されるか︖ 

制作されない場合、今回の事業で制作する必要はある

か︖ 

株式会社スノーピークのホームページで施設概要の紹介や予約システムは

導入予定のため、本業務で予約に係るシステム開発等は不要。 

１5 

その他コラボ商品に関するプロモーションの実施につ

いてですが、今年度事業ということでプロモーションが

3 月いっぱいで終了させる必要はあるか︖ 

ご認識のとおり、本業務の終期は令和８年３月２７日を予定している。 

１6 

交流拠点施設に入る目玉コンテンツなどあれば具体的

に示していただきたい。（クリエィティブ制作の参考に

するため） 

交流拠点施設では歴史公園の景観（弥生時代の風景）を楽しみながら食事、

飲食、ショッピングを楽しめる唯一の施設となる。 

 


